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縄
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連載１

人口減少社会
   への対策

県
で
は
、
あ
ら
ゆ
る
人
々
が
安
心
し
て

働
け
る
環
境
を
実
現
す
る
た
め
、
性
別
や

年
齢
、
障
が
い
の
有
無
、
国
籍
と
い
っ
た

属
性
に
か
か
わ
ら
ず
、
誰
も
が
そ
の
能
力

を
最
大
限
に
発
揮
し
て
い
き
い
き
と
働
く

こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
柔
軟

で
働
き
や
す
い
就
労
環
境
の
整
備
に
も
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

働
き
手
・
雇
い
手
の

一
体
的
支
援
の
実
施

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
変
化
に
合
わ
せ
た

自
分
ら
し
い
多
様
な
働
き
方
を
希
望
す
る

方
が
、
よ
り
働
く
機
会
を
得
ら
れ
る
よ
う
、

求
職
者
と
企
業
に
向
け
サ
ポ
ー
ト
を
行
っ

て
い
ま
す
。

求
職
者
向
け
に
は
、
県
内
各
地
で
開
催

す
る
「
ゆ
ん
た
く
企
業
座
談
会
」
で
、
企

業
と
直
接
対
話
で
き
る
場
を
設
け
相
互
理

解
と
仕
事
へ
の
関
心
を
高
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
グ
ッ
ジ
ョ
ブ
セ
ン
タ
ー
お
き
な
わ

に
出
張
相
談
窓
口
を
設
け
、
そ
の
人
の
状

況
に
寄
り
添
っ
た
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

企
業
向
け
に
は
「
業
務
棚
卸
・
切
り
出

し
ス
キ
ル
講
座
」
を
開
催
し
、
多
様
な
働

き
方
を
望
む
働
き
手
に
向
け
た
求
人
作
成

の
支
援
の
ほ
か
、
専
門
家
の
派
遣
に
よ
り

各
企
業
の
個
別
課
題
の
解
決
を
サ
ポ
ー
ト

し
て
い
ま
す
。

包
括
的
な
支
援
体
制
の
構
築

本
取
組
の
推
進
に
あ
た
っ
て
は
、
沖
縄

総
合
事
務
局
や
労
働
局
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

な
ど
の
関
係
機
関
が
集
ま
る
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
を
形
成
し
、
地
域
全
体
で
切
れ

目
の
な
い
包
括
的
な
支
援
体
制
を
構
築
し

て
い
ま
す
。
各
機
関
の
支
援
内
容
を
共
有

し
、
連
携
会
議
や
日
々
の
取
組
を
通
じ
て

横
の
つ
な
が
り
を
強
化
す
る
な
ど
、
官
民

で
行
う
支
援
の
相
乗
効
果
の
発
揮
を
目
指

し
て
い
ま
す
。

こ
ん
な
サ
ポ
ー
ト
機
関
も
あ
り
ま
す
！

沖
縄
型
総
合
就
業
支
援
拠
点

グ
ッ
ジ
ョ
ブ
セ
ン
タ
ー
お
き
な
わ

グ
ッ
ジ
ョ
ブ
セ
ン
タ
ー
お
き
な
わ
は
、

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
や
就
労
・
生
活
支
援
が

集
結
し
た
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
支
援
施
設
で

す
。
個
人
の
就
職
か
ら
企
業
の
採
用
相

談
ま
で
専
門
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
が
丁
寧

に
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

問い合わせ 　雇用政策課　電話：098-866-2324

第５回誰もが安心して働ける沖縄県を目指して誰もが安心して働ける沖縄県を目指して
多様な人材の活躍と企業を応援します！

グッジョブ運動キャラクター
ジョブたん

グッジョブセンター
おきなわ

多様な働き方
マッチング
支援ナビ

働き手向け雇い手向け

多様な働き方を目指す方に
求人を届けたい

自分に合った働き方を
見つけたい

マッチング支援マッチング支援 多様な働き方を希望する方と、それ
に対応した求人をマッチングします。

個別サポート個別サポート スタッフが丁寧にヒアリングを行い、
お仕事を探すお手伝いをします。

求人やイベント求人やイベント
の案内の案内

多様な働き方に合った求人情報の
閲覧や、合同企業説明会などのイ
ベント開催情報をお知らせします。

業務の棚卸・業務の棚卸・
切り出し支援切り出し支援

社内の業務を整理し、業務の効率
化や専門性の向上を支援します。

専門家派遣専門家派遣

企業の課題や取り組みに応じて、
人材採用コンサルタントや社会保
険労務士、中小企業診断士などの
専門家を派遣します。

座談会や座談会や
説明会への参加説明会への参加

実際の業務体験や企業説明会、働き手
との対話を通して企業の強
みや働く魅力を伝えられる
座談会に参加できます。

MAT
CH!

MATCH!

多様な働き方とは？  短時間勤務、在宅、副業・兼業といったライフスタイルや状況の変化に合わせて自分らしく働くことをいいます。
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「美ら島沖縄」電子Book版と
バックナンバーは、県ホーム
ページでご覧いただけます。

［美ら島沖縄の設置場所］ 美ら島沖縄 
県内コンビニ、モノレール各駅等で無料配布しています。
また、公共機関や銀行、病院など多くの方々が利用する施
設でもご覧いただけます。新規設置施設も受け付けていま
すので、関心のある方は広報課までご連絡ください。なお、
全世帯向けの戸別配布は致しかねます。ご了承ください。

公式LINE
@okinawa-
government

公式Ｘ
@okinawa_pref

Instagram
@churashima_
okinawa_offi cial

沖縄県庁広報課 美ら島沖縄

県では、県内の児童・生徒が「図
画・作文・詩」の創作活動を通して、
平和を尊ぶ心を育むとともに、素直
で豊かな感性にあふれた平和のメッ
セージを国内外に発信することを目
的に作品募集を行ってきました。本
年も1,627点の応募があり、8月22
日の午後、県平和祈念資料館のホー

ルにおいて、最優秀賞、優秀賞を受
賞した児童・生徒の皆さまを対象に
表彰式を開催しました。表彰式には
宮城副知事が参加し、受賞者の皆さ
まに対し賞状の授与を行いました。

玉城知事は、県立博物館・美術館で
開催された「第3回中高生DTM作曲
コンテスト沖縄」の決勝大会に出席
しました。DTMとは、パソコンやス
マートフォンなどを用いた音楽制作
のこと。当日は、一次審査を通過し
た10名の中高生が自作曲を披露しま
した。新設の「沖縄県知事賞」には、

自身の日常をラップで表現した、沖
縄盲学校中学部3年・奥平愛司さんの
『弱視』が選ばれました。知事は、独
創性あふれる作品の数々に感銘を受
け、音楽の新たな可能性を切り拓く
中高生へエールを送りました。

大城副知事は、沖縄防衛局および沖
縄総合事務局を訪れ、県内建設業など
への優先発注および建設資材など県
産品の優先使用を要請しました。
景気の下支えを担う公共工事の県
内建設業者への優先発注および県産
品の優先使用は、建設業をはじめ、
県内産業の振興および持続的な発展

に極めて重要です。
副知事は両局に対し、入札参加要件
の緩和や契約金額ベースでの県内建
設業の受注割合の増大を求めました。

県は「沖縄県こどもの権利条例」で
規定する「こどもまんなか社会」を推
進するため、8月16日に「こどもの権
利について考える、こどもの権利シ
ンポジウム」を開催しました。
前半の基調講演では、法学者の谷口
真由美さんが「きみの人生はきみのも
の」と題し、こどもの権利についてわ

かりやすく紹介しました。
また後半では、玉城知事、伊波篤
読谷村長、谷口氏が若者たちとクロ
ストークを行い、こどもの権利につ
いて議論しました。

中高生の感性が光る
「第3回中高生DTM作曲コンテスト沖縄」

沖縄県内建設業への
優先発注などを求める要請

こどもまんなか社会を目指して
～つくろう、広げよう、こどもまんなか社会～

2026.08

沖縄防衛局長（左写真）と沖縄総合事務局長
（右写真）へ、県からの要請書を手交する副知事

表彰式の様子

クロストークの様子

8月

19

8月

16

8月

22

8月

23

沖縄県の主な出来事

決勝大会参加者と審査員の皆さま

第36回「児童・生徒の平和メッセージ」
表彰式

02  連載１ 地方創生 人口減少社会への対策　
誰もが安心して働ける沖縄県を目指して

03 県政フラッシュ
04  特集 「ResorTech Okinawa」って知ってる？

06  沖縄を知る！特別授業　
沖縄の模合は世界にも?! 人と人との信頼関係が
生み出す金融の新たなカタチとは

08  連載２ 首里城復興 
首里城復興に係る寄附金の活用状況

09  県の動き１　
「沖縄の産業まつり」今年もいよいよ開催！

  県の動き２　
10月は「がん検診受診率向上に向けた集中キャン
ペーン月間」

10  うるま市でただいま挑戦中！
 アンケート＆プレゼント　

11  県の動き３　
11月1日は「琉球歴史文化の日」！

12 情報ひろば
14  県の動き４　

海を越えたウチナーンチュの絆！

 広報課からのお知らせ

答えは沖縄そば！麺の基
本の材料は、強力粉、重
曹、塩、卵、水。あとは、
だし、三枚肉、かまぼこ、
紅生姜、ネギ。10月17日
の沖縄そばの日には、手
作りしてみては？ 

人口・世帯の動き（2026年８月１日現在）

66万8,796世帯
※前月比778世帯増加

146万5,944人
※前月比331人増加

総人口 世帯数

これでできる 沖縄料理な～んだ？ 

［今月の表紙］

［今月の目次］

Q
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「 

Ｒｅｓｏｒ
Ｔｅｃ
ｈ 

Ｏ
ｋ
ｉｎ
ａ
ｗａ
」

っ
て
知
っ
て
る
？

沖
縄
の
産
業
と
ビ
ジ
ネ
ス
の
未
来
を
切
り
拓
く
Ｄ
Ｘ
推
進

皆
さ
ん
、「R

esorTech O
kinaw

a

（
リ
ゾ
テ
ッ
ク
お
き
な
わ
）」
と
い
う
言
葉

を
知
っ
て
い
ま
す
か
？

「
リ
ゾ
ー
ト
（Resort

）」
と
「
テ
ク
ノ

ロ
ジ
ー
（Technology

）」
を
掛
け
合
わ

せ
た
言
葉
で
す
。
こ
の
言
葉
の
響
き
か
ら
、

「
観
光
や
Ｉ
Ｔ
業
界
だ
け
の
話
で
し
ょ
？
」

と
思
っ
て
い
る
方
も
い
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
実
は
、「R

esorTech O
kinaw

a

」

と
は
、
県
内
の
あ
ら
ゆ
る
産
業
の
Ｄ
Ｘ（
デ

ジ
タ
ル
・
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）

を
推
し
進
め
る
取
組
の
総
称
で
、
県
内
す

べ
て
の
事
業
者
に
関
わ
る
重
要
な
キ
ー

ワ
ー
ド
な
の
で
す
。

人
手
不
足
や
物
価
高
騰
が
深
刻
化
す
る

い
ま
、「
生
成
Ａ
Ｉ
な
ど
の
最
新
技
術
を
活

用
し
た
い
け
れ
ど
、
何
か
ら
手
を
つ
け
て

い
い
か
分
か
ら
な
い
」と
悩
む
事
業
者
も
少

な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
う
し
た
現
場
の
切

実
な
課
題
を
解
決
し
、
業
務
効
率
化
や
新

し
い
ビ
ジ
ネ
ス
の
ヒ
ン
ト
に
出
会
え
る
場

こ
そ
が
、ResorTech O

kinaw
a

の
取
組

の
一
環
と
し
て
開
催
さ
れ
る「ResorTech 
EXPO

」
で
す
。

沖
縄
最
大
の
Ｄ
Ｘ
・
Ｉ
Ｔ

展
示
商
談
会「ResorTech EXPO

 
2026 in O

kinaw
a

」開
催
！

沖
縄
最
大
の
Ｄ
Ｘ
・
Ｉ
Ｔ
展
示
商
談
会

で
あ
る
『ResorTech EXPO

 2026 in 
O
kinaw

a

』
が
、
今
年
も
開
催
さ
れ
ま

す
！
11
月
19
日
（
木
）
と
20
日
（
金
）
の
２

日
間
、
沖
縄
市
の
『
沖
縄
サ
ン
ト
リ
ー
ア

リ
ー
ナ
』
を
会
場
に
、
県
内
外
か
ら
多
く

の
企
業
が
集
結
し
ま
す
。

昨
年
は
２
８
０
社
を
超
え
る
企
業
や
団

体
が
参
加
し
、
２
万
人
以
上
（
オ
ン
ラ
イ
ン

含
む
）
が
来
場
す
る
な
ど
大
盛
況
と
な
っ
た

本
イ
ベ
ン
ト
。
今
年
は
『
沖
縄
か
ら
未
来

を
描
く 

〜
実
装
の
世
紀
へ
〜
』を
テ
ー
マ
に

掲
げ
、
現
場
の
課
題
を
解
決
す
る
最
新
の

ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
と
、新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
を

切
り
拓
く
ヒ
ン
ト
が
一
堂
に
集
結
し
ま
す
。

① 
大
人
気
の
東
大
発
知
識
集
団

「Q
uizK

nock

（
ク
イ
ズ
ノ
ッ
ク
）」

が
エ
キ
ス
ポ
初
登
壇
！

Ｄ
Ｘ
や
Ａ
Ｉ
の
時
代
に
必
要
な
の
は
、

「
知
り
た
い
」
と
い
う
好
奇
心
を
出
発
点
に
、

楽
し
み
な
が
ら
学
び
、
自
ら
考
え
続
け
る

力
で
す
。
本
講
演
で
は
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
と

沖
縄
の
未
来
の
可
能
性
を
考
え
ま
す
！

② 

地
方
創
生
Ｄ
Ｘ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
地
方
の
Ｄ
Ｘ
人
材
育
成
」

急
速
な
人
口
減
少
が
進
む
時
代
に
お
い

て
、
地
方
は
ど
の
よ
う
に
Ｄ
Ｘ
人
材
を
育

成
し
、
確
保
し
て
い
く
べ
き
か
？
徳
島
県

の
産
学
官
連
携
に
よ
る
Ｄ
Ｘ
人
材
育
成
モ

デ
ル
や
、
山
形
大
学
に
よ
る
課
題
発
見
・

解
決
型
人
材
の
育
成
実
践
を
学
び
、
地
域

に
根
差
し
た
持
続
可
能
な
Ｄ
Ｘ
人
材
育
成

の
在
り
方
を
探
り
ま
す
！

③ 

フ
ィ
ジ
カ
ル
Ａ
Ｉ・次
世
代
通
信
技
術

に
よ
る
沖
縄
の
未
来
！

自
ら
考
え
て
動
く
ロ
ボ
ッ
ト
（
フ
ィ
ジ

カ
ル
Ａ
Ｉ
）
や
次
世
代
の
通
信
技
術
が
沖

縄
で
ど
の
よ
う
に
活
用
さ
れ
よ
う
と
し
て

い
る
の
か
？
県
内
で
進
む
実
証
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
や
最
先
端
企
業
の
事
例
を
紹
介
し
、

私
た
ち
の
ビ
ジ
ネ
ス
や
社
会
が
ど
う
変
わ
っ

て
い
く
の
か
、
そ
の
可
能
性
を
探
り
ま
す
。

学
生
向
け
イ
ベ
ン
ト
「
Ｉ
Ｔ
未
来

フ
ェ
ス
タin R

esorTech 
EXPO

」
同
時
開
催
！

将
来
の
沖
縄
を
Ｉ
Ｔ
で
支
え
る
学
生
の

注
目
の
見
ど
こ
ろ
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ

特集

「ResorTech EXPO 2025」の様子
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皆
さ
ん
を
主
役
に
し
た
体
験
型
イ
ベ
ン
ト

「
Ｉ
Ｔ
未
来
フ
ェ
ス
タin R

esorTech 
EXPO

」
が
、
沖
縄
サ
ン
ト
リ
ー
ア
リ
ー

ナ
内
の
サ
ブ
ア
リ
ー
ナ
で
同
時
開
催
さ
れ

ま
す
！

本
イ
ベ
ン
ト
は
高
校
生
、
高
専
生
、
専

門
学
校
生
、
大
学
生
な
ど
を
対
象
と
し
て

お
り
、
会
場
で
は
、
Ａ
Ｉ
、
Ｖ
Ｒ
、
プ
ロ

グ
ラ
ミ
ン
グ
な
ど
の
最
先
端
デ
ジ
タ
ル
技

術
を
楽
し
く
体
験
で
き
ま
す
。
県
内
Ｉ
Ｔ

企
業
や
教
育
機
関
も
多
数
出
展
す
る
た
め
、

実
際
の
企
業
の
雰
囲
気
や
現
場
の
仕
事
に

つ
い
て
、
先
輩
や
プ
ロ
の
エ
ン
ジ
ニ
ア
と

直
接
対
話
で
き
る
展
示
ブ
ー
ス
や
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
、
同
世
代
に
よ
る
熱
い
ス
テ
ー

ジ
イ
ベ
ン
ト
な
ど
が
満
載
で
す
。 　

「
Ｉ
Ｔ
の
仕
事
っ
て
、
こ
ん
な
に
面
白
く

て
幅
広
い
ん
だ
！
」と
い
う
驚
き
と
発
見
を
、

ぜ
ひ
会
場
で
体
感
し
て
み
ま
せ
ん
か
？
な
お
、

入
場
は
す
べ
て
無
料
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

観
光
・
製
造
・
建
設
・
医
療
な
ど
、

県
内
企
業
の
Ｄ
Ｘ
事
例
が

１
２
０
件
以
上
掲
載
！

「ResorTech O
kinaw

a

」の
公
式
サ

イ
ト
で
は
、
県
内
企
業
の
Ｄ
Ｘ
の
好
事
例

が
１
２
０
件
以
上
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

現
場
の
効
率
化
が
急
務
と
な
っ
て
い
る
建

設
現
場
や
医
療
機
関
か
ら
、
一
見
す
る
と
、

デ
ジ
タ
ル
と
は
遠
い
印
象
の
あ
る
伝
統
工

芸
や
農
業
、
畜
産
業
の
分
野
ま
で
、
さ
ま

ざ
ま
な
業
界
で
着
実
に
Ｄ
Ｘ
が
進
ん
で
お

り
、「
自
社
で
も
取
り
組
め
る
か
も
し
れ

な
い
！
」
と
思
え
る
リ
ア
ル
な
ヒ
ン
ト
が

見
つ
か
る
と
思
い
ま
す
。

そ
の
ほ
か
に
も
、
公
式
サ
イ
ト
で
は
、

自
治
体
が
主
催
す
る
セ
ミ
ナ
ー
情
報
や
補

助
金
情
報
を
は
じ
め
、
Ｄ
Ｘ
の
は
じ
め
の

一
歩
を
後
押
し
す
る
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
「
Ｄ
Ｘ

の
手
引
」
や
事
例
紹
介
動
画
な
ど
、
豊
富

な
コ
ン
テ
ン
ツ
を
多
数
ご
用
意
し
て
い
ま

す
。
Ｄ
Ｘ
を
始
め
る
き
っ
か

け
づ
く
り
と
し
て
、
ビ
ジ
ネ

ス
を
加
速
さ
せ
る
ヒ
ン
ト
が

詰
ま
っ
た
「R

eso
rTech 

O
kinaw

a

」の
公
式
サ
イ
ト

を
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問い合わせ 　ITイノベーション推進課　電話：098-866-2503

ResorTech Okinawa公式サイト（医療機関のDX事例）

ResorTech Okinawa公式サイト（建設業のDX事例）

ResorTech 
Okinawa
公式サイト

「 

Ｒｅｓｏｒ
Ｔｅｃ
ｈ 

Ｏ
ｋ
ｉｎ
ａ
ｗａ
」

っ
て
知
っ
て
る
？

沖
縄
の
産
業
と
ビ
ジ
ネ
ス
の
未
来
を
切
り
拓
く
Ｄ
Ｘ
推
進

皆
さ
ん
、「R

esorTech O
kinaw

a

（
リ
ゾ
テ
ッ
ク
お
き
な
わ
）」
と
い
う
言
葉

を
知
っ
て
い
ま
す
か
？

「
リ
ゾ
ー
ト
（Resort

）」
と
「
テ
ク
ノ

ロ
ジ
ー
（Technology

）」
を
掛
け
合
わ

せ
た
言
葉
で
す
。
こ
の
言
葉
の
響
き
か
ら
、

「
観
光
や
Ｉ
Ｔ
業
界
だ
け
の
話
で
し
ょ
？
」

と
思
っ
て
い
る
方
も
い
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
実
は
、「R

esorTech O
kinaw

a

」

と
は
、
県
内
の
あ
ら
ゆ
る
産
業
の
Ｄ
Ｘ（
デ

ジ
タ
ル
・
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）

を
推
し
進
め
る
取
組
の
総
称
で
、
県
内
す

べ
て
の
事
業
者
に
関
わ
る
重
要
な
キ
ー

ワ
ー
ド
な
の
で
す
。

人
手
不
足
や
物
価
高
騰
が
深
刻
化
す
る

い
ま
、「
生
成
Ａ
Ｉ
な
ど
の
最
新
技
術
を
活

用
し
た
い
け
れ
ど
、
何
か
ら
手
を
つ
け
て

い
い
か
分
か
ら
な
い
」と
悩
む
事
業
者
も
少

な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
う
し
た
現
場
の
切

実
な
課
題
を
解
決
し
、
業
務
効
率
化
や
新

し
い
ビ
ジ
ネ
ス
の
ヒ
ン
ト
に
出
会
え
る
場

こ
そ
が
、ResorTech O

kinaw
a

の
取
組

の
一
環
と
し
て
開
催
さ
れ
る「ResorTech 

EXPO

」
で
す
。

沖
縄
最
大
の
Ｄ
Ｘ
・
Ｉ
Ｔ

展
示
商
談
会「ResorTech EXPO

 
2026 in O

kinaw
a

」開
催
！

沖
縄
最
大
の
Ｄ
Ｘ
・
Ｉ
Ｔ
展
示
商
談
会

で
あ
る
『ResorTech EXPO

 2026 in 
O
kinaw

a

』
が
、
今
年
も
開
催
さ
れ
ま

す
！
11
月
19
日
（
木
）
と
20
日
（
金
）
の
２

日
間
、
沖
縄
市
の
『
沖
縄
サ
ン
ト
リ
ー
ア

リ
ー
ナ
』
を
会
場
に
、
県
内
外
か
ら
多
く

の
企
業
が
集
結
し
ま
す
。

昨
年
は
２
８
０
社
を
超
え
る
企
業
や
団

体
が
参
加
し
、
２
万
人
以
上
（
オ
ン
ラ
イ
ン

含
む
）
が
来
場
す
る
な
ど
大
盛
況
と
な
っ
た

本
イ
ベ
ン
ト
。
今
年
は
『
沖
縄
か
ら
未
来

を
描
く 

〜
実
装
の
世
紀
へ
〜
』を
テ
ー
マ
に

掲
げ
、
現
場
の
課
題
を
解
決
す
る
最
新
の

ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
と
、新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
を

切
り
拓
く
ヒ
ン
ト
が
一
堂
に
集
結
し
ま
す
。

① 

大
人
気
の
東
大
発
知
識
集
団

「Q
uizK

nock

（
ク
イ
ズ
ノ
ッ
ク
）」

が
エ
キ
ス
ポ
初
登
壇
！

Ｄ
Ｘ
や
Ａ
Ｉ
の
時
代
に
必
要
な
の
は
、

「
知
り
た
い
」
と
い
う
好
奇
心
を
出
発
点
に
、

楽
し
み
な
が
ら
学
び
、
自
ら
考
え
続
け
る

力
で
す
。
本
講
演
で
は
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
と

沖
縄
の
未
来
の
可
能
性
を
考
え
ま
す
！

② 

地
方
創
生
Ｄ
Ｘ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
地
方
の
Ｄ
Ｘ
人
材
育
成
」

急
速
な
人
口
減
少
が
進
む
時
代
に
お
い

て
、
地
方
は
ど
の
よ
う
に
Ｄ
Ｘ
人
材
を
育

成
し
、
確
保
し
て
い
く
べ
き
か
？
徳
島
県

の
産
学
官
連
携
に
よ
る
Ｄ
Ｘ
人
材
育
成
モ

デ
ル
や
、
山
形
大
学
に
よ
る
課
題
発
見
・

解
決
型
人
材
の
育
成
実
践
を
学
び
、
地
域

に
根
差
し
た
持
続
可
能
な
Ｄ
Ｘ
人
材
育
成

の
在
り
方
を
探
り
ま
す
！

③ 

フ
ィ
ジ
カ
ル
Ａ
Ｉ・次
世
代
通
信
技
術

に
よ
る
沖
縄
の
未
来
！

自
ら
考
え
て
動
く
ロ
ボ
ッ
ト
（
フ
ィ
ジ

カ
ル
Ａ
Ｉ
）
や
次
世
代
の
通
信
技
術
が
沖

縄
で
ど
の
よ
う
に
活
用
さ
れ
よ
う
と
し
て

い
る
の
か
？
県
内
で
進
む
実
証
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
や
最
先
端
企
業
の
事
例
を
紹
介
し
、

私
た
ち
の
ビ
ジ
ネ
ス
や
社
会
が
ど
う
変
わ
っ

て
い
く
の
か
、
そ
の
可
能
性
を
探
り
ま
す
。

学
生
向
け
イ
ベ
ン
ト
「
Ｉ
Ｔ
未
来

フ
ェ
ス
タin R

esorTech 
EXPO

」
同
時
開
催
！

将
来
の
沖
縄
を
Ｉ
Ｔ
で
支
え
る
学
生
の

注
目
の
見
ど
こ
ろ
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ

特集

「ResorTech EXPO 2025」の様子
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A さんが
受け取る

1回目

B さんが
受け取る

2回目

C さんが
受け取る

3回目
D さんが
受け取る

4回目

E さんが
受け取る

5回目

5人1組
の

場 合

1回目

毎回の流れ

コミュニティの
つながりが強い

情報がよく行き交う
（情報フローが大きい）

顔の見える関係性が
返済意識を高める

ROSCAが
成り立つ条件

みんなでお金を出す1
抽選や輪番制などで
受け取る人を決める

2
決まった人がみんなから
集まったお金を受け取る

3

沖
縄
の
模
合
も

R
O
S
C
A
の
一
つ

な
ん
だ
ね
〜

回転型貯蓄信用講

沖
縄
の
暮
ら
し
に
根
付
い
た

身
近
な
お
金
の
仕
組
み

「
今
月
は
ど
こ
で
模
合
す
る
？
」

そ
ん
な
会
話
を
し
た
り
、
耳
に
し

た
り
し
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん

か
？
模
合
と
は
、
友
人
や
職
場
の

仲
間
な
ど
、
気
の
合
う
人
た
ち
が

定
期
的
に
集
ま
り
、
お
金
を
出
し

合
う
仕
組
み
の
こ
と
。
飲
食
を
伴

う
こ
と
も
多
く
、
親
睦
を
深
め
る

場
に
も
な
っ
て
お
り
、
県
民
に

と
っ
て
馴
染
み
深
い
慣
習
で
す
。

地
域
経
済
を
専
門
に
し
、
沖
縄

の
模
合
に
つ
い
て
も
研
究
し
て
い

る
中
村
研
二
先
生
に
、
そ
の
歴
史

に
つ
い
て
聞
い
て
み
ま
し
た
。「
沖

縄
で
は
、
本
土
復
帰
ご
ろ
ま
で
は

金
銭
の
貸
し
借
り
を
目
的
に
し
た

『
金
融
模
合
』
が
盛
ん
で
、
沖
縄

の
金
融
市
場
に
お
い
て
も
大
き
な

役
割
を
果
た
し
て
い
ま
し
た
。
金

融
機
関
の
発
達
な
ど
に
伴
っ
て

徐
々
に
衰
退
し
ま
し
た
が
、
血
縁

や
地
縁
、
仲
間
同
士
の
つ
な
が
り

を
目
的
に
し
た
『
親
睦
模
合
』
と

し
て
続
い
て
い
ま
す
」。

中
村
先
生
に
よ
る
と
、
模
合
と

よ
く
似
た
仕
組
み
は
世
界
各
地
に

点
在
し
て
お
り
、「
Ｒ
Ｏ
Ｓ
Ｃ
Ａ

（
ロ
ス
カ
、
回
転
型
貯
蓄
信
用
講
）」

と
呼
ば
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。
日

本
の
「
頼た

の

母も

子し

講こ
う

」
や「
無む

尽じ
ん

」
も

Ｒ
Ｏ
Ｓ
Ｃ
Ａ
の
一
つ
で
す
が
、
今

で
は
あ
ま
り
見
ら
れ
な
く
な
り
ま

し
た
。
一
方
、
世
界
各
地
で
は
、

開
発
途
上
国
を
中
心
に
現
在
も
行

わ
れ
て
い
る
と
い
い
ま
す
。

1964年の平和通り。当時は今以上に盛んに
模合が行われていた。（沖縄県公文書館提供）

神奈川県出身。釧路公立大学地域
経済研究センター長兼教授。北海
道東北開発公庫や日本政策投資銀
行などでも勤務。地域経済や地域
金融を専門とする。

沖
縄
の
模
合

沖
縄
の
模
合
は
世
界
に
も

は
世
界
に
も
?!?!

人
と
人
と
の

人
と
人
と
の
信
頼
関
係

信
頼
関
係
が
生
み
出
す

が
生
み
出
す

金
融
の

金
融
の
新
た
な
カ
タ
チ

新
た
な
カ
タ
チ
と
は
と
は

沖縄を知る

教えてくれる人

模合が定期的に集まるきっかけに。仲間同士で会話も弾み、楽しい時間を過ごせる。

中
村
中
村  

研
二
研
二  

先
生
先
生

6美ら島沖縄 2026年10月号



知れば納得！沖縄の経済・歴史・文化・自然を専門家が解説

A さんが
受け取る

1回目

B さんが
受け取る

2回目

C さんが
受け取る

3回目
D さんが
受け取る

4回目

E さんが
受け取る

5回目

5人1組
の

場 合

1回目

毎回の流れ

コミュニティの
つながりが強い

情報がよく行き交う
（情報フローが大きい）

顔の見える関係性が
返済意識を高める

ROSCAが
成り立つ条件

みんなでお金を出す1
抽選や輪番制などで
受け取る人を決める

2
決まった人がみんなから
集まったお金を受け取る

3

沖
縄
の
模
合
も

R
O
S
C
A
の
一
つ

な
ん
だ
ね
〜

回転型貯蓄信用講

A さんが
受け取る

1回目

B さんが
受け取る

2回目

C さんが
受け取る

3回目
D さんが
受け取る

4回目

E さんが
受け取る

5回目

5人1組
の

場 合

1回目

毎回の流れ

コミュニティの
つながりが強い

情報がよく行き交う
（情報フローが大きい）

顔の見える関係性が
返済意識を高める

ROSCAが
成り立つ条件

みんなでお金を出す1
抽選や輪番制などで
受け取る人を決める

2
決まった人がみんなから
集まったお金を受け取る

3

沖
縄
の
模
合
も

R
O
S
C
A
の
一
つ

な
ん
だ
ね
〜

回転型貯蓄信用講

信
頼
の
強
み
を
生
か
し
た

地
域
を
支
え
る
金
融
形
態

Ｒ
Ｏ
Ｓ
Ｃ
Ａ
は
、
参
加
者
が
定

期
的
に
お
金
を
出
し
合
い
、
集

ま
っ
た
お
金
を
順
番
や
抽
選
な
ど

で
一
人
ず
つ
受
け
取
る
仕
組
み
で

す
。
最
大
の
強
み
は
、
互
い
を
よ

く
知
る
か
ら
こ
そ
生
ま
れ
る
信
頼

関
係
。
誰
が
ど
ん
な
人
か
分
か
る

か
ら
こ
そ
、「
こ
の
人
に
な
ら
貸

し
て
も
大
丈
夫
」
と
い
う
安
心
感

が
生
ま
れ
る
の
で
す
。

一
方
で
、
Ｒ
Ｏ
Ｓ
Ｃ
Ａ
に
は

「
必
要
な
と
き
に
必
ず
お
金
を
受

け
取
れ
る
と
は
限
ら
な
い
」「
長

期
の
資
金
に
は
向
か
な
い
」
な
ど

の
課
題
も
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
中

村
先
生
が
着
目
し
た
の
が
、「
信

頼
」
と
い
う
強
み
を
生
か
し
な
が

ら
、
現
代
的
な
リ
ス
ク
管
理
や
外

部
か
ら
の
資
金
、
行
政
と
の
連
携

を
組
み
合
わ
せ
る
方
法
で
す
。

例
え
ば
、
カ
ナ
ダ
の
あ
る
地
域

で
は
、
住
民
で
つ
く
る
組
織
に
公

的
な
資
金
を
組
み
合
わ
せ
、
事
業

者
な
ど
へ
の
融
資
に
つ
な
げ
て
い

ま
す
。「
信
頼
関
係
」
と
「
現
代

の
金
融
」
を
掛
け
合
わ
せ
れ
ば
、

地
域
の
未
来
を
支
え
る
新
し
い
金

融
の
形
が
見
え
て
く
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
沖
縄
の
模
合
に
も
、
そ

ん
な
可
能
性
が
秘
め
ら
れ
て
い
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

沖縄では身近な模合。職場模合
や門中模合、同期生模合など種
類もさまざま。

気心知れた仲間同士で集まり、
お金を融通し合う沖縄の模合。
実は似たような文化は世界のあ
ちこちに息づいており、経済学
では「ROSCA」と呼ばれています。
顔の見える間柄だからこそ生ま
れる安心感に、今の時代ならで
はの仕組みや工夫を掛け合わせ
ることで、暮らしを支える新た
な力になるかもしれません。

ユ
イ
マ
ー
ル
の

ユ
イ
マ
ー
ル
の

心
が
心
が

未
来
を
動
か
す

未
来
を
動
か
す

原
動
力
に
！

原
動
力
に
！

今回のまとめ

7 美ら島沖縄 2026年10月号



問い合わせ 　ものづくり振興課　電話：098-866-2337

「沖縄の産業まつり」今年もいよいよ開催！１
県の動き

沖縄の産業まつりとは？
今年で50回目の節目を迎える「沖縄の産業まつり」。県内企業の応
援や県産品の魅力を広めるイベントとして沖縄の産業振興に大きく貢
献しています。
県内最大級の産業イベントとして毎年多くの県民に親しまれており、
昨年度は28万人を超える方々にご来場いただきました。

盛りだくさんの３日間！
今年のテーマは「広めよう 世界へ
羽ばたく 県産品」です。会場では沖
縄県推奨優良県産品展や県産品展示
即売会、ものづくり体験など多彩な
企画が開催されます。
ぜひ会場へ足を運び、県内企業の取
組や県産品の魅力に触れてみません
か？気に入った商品を購入していただ
き、県内企業を一緒に応援しましょう！

日程：
10月23日（金）～
10月25日（日）
場所：
奥武山公園・
沖縄県立武道館

沖縄の産業まつりに関する
問い合わせ先

運営事務局：
（公社）沖縄県工業連合会
電話：098-859-6191

連載２ 首里城復興首里城復興

令
和
元
年
10
月
31
日
未
明
に
発
生

し
た
火
災
に
よ
り
、
首
里
城
正
殿
を

含
む
建
物
9
棟
お
よ
び
建
物
内
に
展

示
・
収
蔵
さ
れ
て
い
た
多
く
の
美
術

工
芸
品
な
ど
が
焼
失
し
ま
し
た
。

火
災
直
後
か
ら
、
た
く
さ
ん
の

方
々
に
よ
っ
て
寄
せ
ら
れ
た
寄
附
金

は
、
令
和
８
年
７
月
末
時
点
で
約

62
億
円
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
う
ち

火
災
後
か
ら
令
和
４
年
３
月
ま
で
に

い
た
だ
い
た
約
55
億
円
を
「
首
里
城

復
興
基
金
」
に
、
令
和
４
年
４
月
以

降
に
い
た
だ
い
た
約
７
億
円
を
「
首

里
城
未
来
基
金
」
に
そ
れ
ぞ
れ
積
み

立
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
組
に
活
用
し

て
い
ま
す
。
改
め
ま
し
て
、
ご
寄
附

い
た
だ
い
た
多
く
の
皆
さ
ま
に
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

首
里
城
復
興
基
金　

部
材
の
調
達
、装
飾
品
の
製
作

県
で
は
、「
首
里
城
復
興
基
金
」

を
活
用
し
、
正
殿
に
お
け
る
赤
瓦
や

屋
根
を
支
え
る
柱
・
礎
石
な
ど
の
主

要
な
部
材
の
調
達
を
は

じ
め
、来
訪
者
の
目
を
引

く「
龍

り
ゅ
う

柱ち
ゅ
う
」
や
「
龍

り
ゅ
う

頭と
う

棟む
な

飾か
ざ
り
」、「
扁へ

ん

額が
く

」
と
い
っ
た
装
飾
品
の

製
作
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

製
作
に
あ
た
っ
て
は
、
平
成
の
復

元
時
以
降
の
新
た
な
知
見
に
加
え
、

沖
縄
県
立
芸
術
大
学
な
ど
の
研
究
機

関
の
協
力
に
よ
る
高
精
細
な
古
写
真

の
活
用
な
ど
、
現
時
点
で
確
立
さ
れ

た
技
術
な
ど
も
活
用
し
、
有
識
者
に

よ
る
監
修
の
も
と
、
復
元
年
代
と
設

定
さ
れ
た
姿
へ
よ
り
近
づ
け
る
よ
う

取
り
組
み
ま
し
た
。
令
和
８
年
11
月

23
日
（
月
・
祝
）
に
正
殿
が
一
般
公

開
さ
れ
た
際
に
は
、
ぜ
ひ
現
地
で
直

接
ご
覧
く
だ
さ
い
。

首
里
城
未
来
基
金  

人
材
育
成
、

歴
史
ま
ち
づ
く
り
の
取
組

「
首
里
城
未
来
基
金
」
は
、
首
里

城
に
象
徴
さ
れ
る
沖
縄
固
有
の
歴
史

と
文
化
の
価
値
を
次
世
代
へ
継
承
す

る
こ
と
を
目
的
に
、「
伝
統
的
な
建

築
等
の
技
術
に
か
か
る
人
材
育
成
」

お
よ
び
「
古
都
首
里
の
歴
史
的
空
間

創
出
」
に
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

令
和
５
年
度
か
ら
は
、
伝
統
的
な

建
築
分
野
の
研
修
を
実
施
し
、
人
材

育
成
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、

歴
史
文
化
資
源
の
再
現
整
備
と
し

て
、
龍
潭
近
く
の「
世ゆ

持む
ち

橋ば
し

勾こ
う

欄ら
ん

」を

製
作
し
、
設
置
し
ま
し
た
。
今
後
は
、

中な
か

城ぐ
し
く

御う
ど
ぅ
ん殿
の
正
門
な
ど
の
整
備
に

取
り
組
む
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

問い合わせ     首里城復興課　電話：098-943-0140首里城復興課　電話：098-943-0140

首
里
城
復
興
に
係
る

寄
附
金
の
活
用
状
況

第２回

（上）伝統建築人材育成の様子
（下）世持橋勾欄

「龍頭棟飾」製作の様子

「龍柱」製作の様子

読
者
の
声
〈
美
ら
島
沖
縄
８
月
号
〉

「
美
ら
島
沖
縄
」の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
回
答
い
た

だ
い
た
内
容
か
ら
一
部
抜
粋
し
て
掲
載
し
て

い
ま
す
。
ア
ン
ケ
ー
ト
に
つ
い
て
は
、10
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

「
美
ら
島
沖
縄
」の
バ
ッ

ク
ナ
ン
バ
ー
は
、
県
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧

い
た
だ
け
ま
す
。

美ら島沖縄 

表
紙﹇
う
ち
な
ー
天
ぷ
ら 

い
か
？
さ
か
な
？
﹈

●
天
ぷ
ら
の
具
材
当
て
が
楽
し
か
っ
た
！
み
ん

な
に
も
聞
い
て
み
た
く
な
り
ま
し
た
。

●
色
も
カ
ラ
フ
ル
で
、手
に
取
り
た
い
と
思
わ

せ
る
デ
ザ
イ
ン
が
好
印
象
で
し
た
。

連
載
１
：
地
方
創
生 

人
口
減
少
社
会
へ
の
対
策

●
未
婚
率
を
低
下
さ
せ
る
た
め
、結
婚
に
む
け

た
出
会
い
の
機
会
の
提
供
は
、迂
遠
の
策
の
よ

う
で
必
要
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
し
た
。

特
集
：
沖
縄
こ
ど
も
の
未
来
県
民
会
議

●
子
供
の
貧
困
は
我
々
大
人
が
解
消
し
て
い
く

と
常
日
頃
思
っ
て
お
り
ま
す
。

沖
縄
を
知
る
！
特
別
授
業﹇
高
校
野
球
で
ち
む

ど
ん
ど
ん
﹈ 

●
沖
縄
県
に
と
っ
て
高
校
野
球
と
い
う
の
は
ス

ポ
ー
ツ
観
戦
に
留
ま
ら
ず
、文
化
の
よ
う
な
面

も
あ
る
な
ぁ
と
以
前
よ
り
感
じ
て
い
ま
し
た
。

●
職
場
で
高
校
野
球
の
試
合
観
戦
を
し
た
場

合
、い
ろ
い
ろ
良
い
影
響
が
あ
る
こ
と
に
、な
る

ほ
ど
〜
と
納
得
で
し
た
。

北
中
城
村
で
た
だ
い
ま
挑
戦
中
！ 

●
お
し
ゃ
れ
な
カ
フ
ェ
も
多
い
人
気
エ
リ
ア
で
、

『
農
業
』に
ス
ポ
ッ
ト
を
あ
て
て
未
来
計
画
を

行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
に
関
心
を
持
ち
ま
し
た
。

今
後
取
り
上
げ
て
ほ
し
い
内
容

●
県
民
が
参
加
で
き
る
コ
ン
ク
ー
ル
や
大
会
、

イ
ベ
ン
ト
の
情
報
を
も
っ
と
載
せ
て
欲
し
い
。

●
内
容
は
充
実
し
て
い
て
と
て
も
良
い
と
思
い

ま
す
。ペ
ー
ジ
数
を
増
や
し
て
、特
集
の
内
容

を
も
う
少
し
増
や
し
て
も
い
い
の
で
は
。
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